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2

-次関数 R4 ~ H 12

※ グラフ 問県連

R4- B なし

R4 - A

方針〇 文字式 で 次の 2通り を考える 。

(i) B 〈 E< C (ii) E<B

の とき の とき

•

E

④ △ ABE = ( △ ABD t △ DBC ) × I
= ( 4 × 6 × I + 9 × 4 × I ) × I = 1 5

(i) B 〈 E< C の とき

△ ABE = 底辺 BE × 高さ 6 × I
15 = ( t t 3 ) × 6 × t
t = 2

. 、

EC
- 3 , 0 ) (七、0 )

(ii) E < B の とき

E ( t . 0 ) と する と

( -3 tt ) × 6 × t = 1 5

t = -8
た (近 ・

F



R 3 -A なし

R3 - B

④ 問題文の情報 から
、

• A ( 1 , 5 )
、
B ( 3

、 事 ) ( 1
,
5 )

・ AC / BD / は軸 と なる 。

④ 反比例 な事 は
、

っし おち
なので

、 どの 四角形 の 面積 も 等しくなる 。 HM、 、 、

( 3
. 事 )

_•
A

三角形 の 面積 も 等しくなる 。 ヘ

p
| 伸※13七

に"球だがっ

と △ A OE = 四角形
ECDB

とわかる 。

④ E は OB : y = f x と AE = x = 1 の 交点 な ので E ( l , f )
i △AE B = AE × BH ×I = ( 5 - f ) × ( 3 - 1 ) × I = fDbfsgfは等しい ので △昨0 = A斑囃は

= 私 性 で

以上より △AOB = Y + f = fffrfff 四角形 ECDB = f d
/塗

このおかげで
四角形 比 1つ 13 を計算 しなく て済-



R2- A

求める Cの 水座標
を つ( と おいて

-_-① 考える。

( 1
,
2 )

って

② ! ( ろ っき)
① より A . B の 座標 が求まる 。 i

、H n

)に 1
,

つに 3 を おもに代入 AH BH

する と
、 y = 2 ,

y=f となり

がいいがわかる。

f
""が き

こ つ( x 2 × I = っ(

ーー

△BOC = OC× 13 1弘 × も
?⃝ ② より 以下 の 等式が成り立つ 。 = xx 子も つ(

△ 月 013 =来て △ A OB = j より
2

8

A と B から も軸 へ の垂系泉 の 長さ
J
= xjjl が成り立つ。

A AH ,
BBH は △ AOC と △ BOC の

= 塾
高さ となる こと を 利用 する 。

= 承 ÷ 2

△ AOB について 頂点 で接する長方形
な性

を描く と
、

かに ま っに 8
△ AO B = 3 × 2 - 2× 1 × I

- 2× 数も -35 よっ て 点 C の 座標 は

= 6 - - 1 = ま く
×

8

R int誓樋が 文字において 、
問題文

を 式 に して考える 。

ろ
かる



R 2- B

( 4
.
8 )

-_- い)
( 1

,
2 )

A ( 1
,
2 ) . . . y = 2 つ(上 にある。

B (4 ,
8 )

Rin D
c ( -3,1 ) 、 、 、 な が、上 。

の 問題文 の情報を
たの値を

、
通る直線 の 式に代入 グラフにかきこむ。

ある ことで は座標 が 求まる 。 求められる座標は

TT 先に 求め ておく 。
○

図

B ①

BCの 中点14 を南 竺

三角形 に分ける。※ 金巌黷•

。

図形 を 分ける の で

AM を 引く 。

最終的 な図形 は △ ADB

✗
○

闈資
3

× の 図形 を

等積変形 して
④ D は MA に 平行な傾き

で 0 (O.O) を通る グラフ 「

頂点 」
を

と BC : y = 2(+4 と の交点 ・ 頂点 BC上 にも32いく 。

{ よ
-5が OD

につけ 4 . . . BC
→ 1つ (

✗邀



H 3 1 - A なし

H3 1- B



H30-A ( 3 , 10 )

と
( 3 .

6 )

(i) A が最大のとき (ii) A が最小の とき

四角形 ABCD は
ひし形 なので

AE = EC

BE = EDff LV 仮動 app

より

C ( 3 ,
2 )

g = 9 つには B ( 1 . 6 ) y = 9つには C ( 3. 2 )
B ( 1 . 6 )

と わかる 。

を 通る ので
、

を 通るので 、

6 = 9 × 1
2

2 = 9 × 3
2

2
.
i もEAEG→ a = 6 → a =

T.se

グラフ は 通る 1点 がわかれば
式 が 決まる b



H30 -B

( 0 .
6 )

-

②
(※ )

⑤
⑧

(-2,2 )

(※ ) より
、
面積比 は 、 回 F を 通り DCに平行な糸泉と

△ ABC こ △ ACD こ △ DCE y = x- 1 の 交点 が 求めたい

= 1 i 1 i 2 となる
。 E となる 。

( 等積変形の利用 )

③ CF = 2AC と なる よ軸上の ( 2 .
6 )

点 F ( Oi -8 ) を とる と 、

△ A CD : △DCF = 1 : 2
7

となる 。

1

9
DCの平行線

( Oi - 6 ) F
•

DC : y = 2 つ( t 2 なので

EF : y = 2つ( -6

{ よ なー
。

( Oi - 6 ) F
• y = x - 1

を 解い て

( つし、 y ) = ( 5 , 4 )

i. E ( 5、4 )
-



①

- ②

I

文 より BC -4 ,
2 ) が 決まる 。 D

△ AOC と △ AOB は底辺 が H

AO で等しい ので
、 D より

高 さ C I = 2BH と なり

C ( 8,8 ) となる 。

☒ ② より AD = 3 DO と なり D ( 0 . 4) から A ( 0 .
16 ) と決まる 。

③ E を AC : y = 一 水 +16 上 の 点
( 0 ,

1 6 ) と し
、
水 座木栗 を 七 と する と

、

J
・

E (
E ( t.tt +4) を 表せる 。

I ・ 四角形 A BOE

= △ ABO t △ AOC

( -4.2 )
H

( お

= A 。 ( BH + CI ) × I
= 1 6 (4+8) × t = 96

四角形 A BOE も 等しくなるような 直系泉
= △ABO t △ AEO 十 △ EOC

inch ll
E ( t , Et t4 )

• △ ABO 十 △ AOE なので E ( 2 、 14)
= 96 ÷ 2 = 4 8 となる 点 E を 求める 。

• △ AB O = 1 6 × 4 × t = 3 2 i. 求める 直線 の式は

i. △ AO E = 48-32=16 生 もつく = 7 つ(

= AO × EJ × I
= 1 6 × t × t = 1 6 は

1皿/
t = 2



.

y の 増加量
① AB の傾き =

✗ の 増加量

2
=

2 - 4
ーー = 一

万
6 -3

i. y -_-るつく + b となり ( 3 、
4 ) を 通るので

以上 より

4=-52×3 tb 切片 b = 6 Jt

②

(i) b の 最大値

図示 する と
、

/
" " の 最小値 やる こと が

見え て くる b

(i) y= x + b は A ( 3 .
4 ) (ii) y= x + b は B ( 6 .

2 )

を 通る とき b が最大値 を 通る とき b が最小値
を とる 。 を とる 。

4 = 3 + b b = 1
2 = 6 + b b = -4

- 4 E b E 6
一、、、



( 2 、4 )

( 0 ,
2 )

( 9 .
0 )

① A ( 2 、4 ) を 通る ので f = f に 代入 し て 4 = f afyny

② C を 通り AB に 平行 な 直線 と

水 軸 との 交点 が 求める D と なる 。

AB の イ頃きが ( 2 、4 ) ( 9 . 0 )

4
から

0 - 4

- ニーサ となり
、

切片 が 2 ( C ) なので ( 2 .4)

CD : y = # x + 2
r

CD と 水軸 との交点 が D なので r

4

な TN 2
D ( I ,

o )
( 9 . 0 ){ お 。

-

( 別アプローチ)

• △ A CD = (2+9)×4 × I - 2 × 2XI - 9 × 2 ×も = 11 . . . D

4
f
2

、 ( 2 .
4 ) ・ D の 水座標 を t と する と

△ ADB = ( 9 - t ) × 4 × も
( 0 . 2 )

= 1 8 - 2七 -.- ☒
7と

9 ( qf , ロ = 回 より 1 8 -2た 11 t = =

D ( I , 0 )



① y -_- 2 つ(+8 は C を 通る 。

C は 1軸 ( y= 0 ) と の 交点

なので y = 0 を代入 し 、
一次関数は 通る 2点
がわかれば 式が求まる b0=-271+8 つに4

iC ( 4 .
0 ) が確定 。

0 - 3

y = A )( t 3 は E ( 0 . 3 )
、
C (4 。) で

傾き =

F
= 一

3 3を 通る の で y = 一千 xt 3 i A = 一 千
os

② ( アプローチ 1) 面積 を 直 で 求める 。

E ( 0 . 3) より y = 3 を y -_-2つし+8

に代入し
、 D ( も 、 3 )

平行四辺形 の 対角線 は それぞれ の

中点 で 交わる ので BE = ED
(で、 3 ) は 、 3 )

つまり B と D の っし座木票 は 等しい 。

い、 B (E 、
3 )

平行四辺形 は 点対称 なので
(40)

3

D ・ー?
- 3 は A → B でも 同じ なので A.is/jTA(Efi3t3 )= A (-4.6 )皝

• B ( ー も 、
3)

平行四辺形 = BD × Aは座標
= 5 × 6 × t = 15

if =f 5

を倍△ EOC = OC× EO × = 4 × 3 × E = 6
→



( アプローチ2) 相似比 の利用

5

B r

さ
、

EF
(で 、

3)

O
、

q
/ C F

・

平行四辺形内 の 4つの 三角形 の (40)

面積比 を 求める 。

相似 比 の 2乗 ・ 底辺比 を 用いる と △ EBC × 4 = 平行四辺形

B . Ejた
以下の よう になる 。 なので 平行四辺形 の面積比は

( 事 +10 ) × 4 = 65○○
_
で×4 =⑥

/ F
卦4 △ COE = 1⑧ +④ = 26②
-

経 ④
i. 琰5 =

三倍0 4
/ C

5

✗ーー

( アプローチ 3) 図形 の 禾多動

△ ABD を △ BG C に移動さ せると

平行四辺形 ABCD が BGCD になる 。

B
E

D (で 、
3)

F
・

G 。
C G

(4.
0 )

平行四辺形 = BD × EO

= 5× 3 = 15 最も速いかも
△ EO C = OC × EO × I

ne

ですね 」。
= 4 × 3 × t = 6 が二 も倍



① B ( 2 . 0 ) より A ( 2 、 6 ) なので

A B = BC = 6 で OB = 2 より な 2つ(tb

C ( 0 . 8 )

→

y.ca2〇

台形 AOCD

= ( AD + OC ) × DC × j T
= (6+8)×6 × I
= 42

求める 式 を y = 2 つ( t b とおくと

E (t ,
6 ) F ( ー も 、 0 ) なので

台形 EFCD = 台形 AOCD × t
座標 を文字で

( EDt FC ) × DC × も 二 21 置き
、
方程式 で解く 。

{ ( 8 -t ) +8 ーば ) }

× 6 × = 2 1

( f +事 +8 t 事 ) × 3 = 2 1

D +13=7 な が6ThD = -6



( 2 ,
A )

( 6 、 8 )

(O.O) 、

二

、

1 1

① 解く流れ

△0 BD と 四角形 OCED の 共通部分 以外 に 注目 。

△ EDC = △ BDC で E の つ(座標 が 2 となる よう に

等積変形 を する 。

△ BD C で 頂点 B を DC に 平行 に移動 し 、

E△

つ(座標 が 2 になる とき が E である 。

Br
C は OB の 中点 なので C した「6,0 8 ) = ( 3 .4 ) p

D (O.O) なので 、 DC の 傾き は - J と わかる 。
C 「

EB を 求める と
、
傾き が 一 まで B ( 6,8 ) を 通るので

EB : y -_- かし + b に ( 6 . 8 ) を代入 し y -_-か( 十 12

E の つ(座標 は 2 なので 、 つに 2 を 代入 し y _が 2+12 = が
以上 より

、
た か
-_-/

B から OA への垂線 と OA と の交点 をG②

q
B ( 6,8 )

とする と G ( 6 , 0 ) で △ BGA は

814 直角 三角形 となる 。

。 y
Aけい

三平方 の 定理 より 1-
G ( 6 、

O )
t
2
= 82+ ( t- 6 )

2

8 七
25

0 A = OB より A の を 解い て
、 七 二

J い )
×座標 を t と する 。 i.AT?-,oO)ynf た 6



( 0 . 5 )

(-2,0 )

① 1 1 1 1

C は B に対して は軸対象
なので C ( 2 .

0 ) と なり
5

AC の傾き = 一

三

切片 は A なので 5
以上 より AC : y = 一事 x +5
-

②
F の つ(座標 を t と おくと F ( t . 0 ) 、 G ( 七 、

一も 七 十 5 ) となる 。

四角形 DEFG は 正方形 なので

OF × 2 = GF
F ( f 、

0 ) なので 、 7軸対象で2 七 二 -で 七 十 5

t = f E (f ,
0 )
-

図形 は
、
長 さ から 方程式 を 利用 する 流れ

で解くこと が多い b

グラフ は 、 まず 座木票を求める こと から始めよう b
座標 が わかれば 長 さ も 求まる b



( 0 . 3 )

① B ( 0 . 3 )
、
A (40 ) より

傾き は 一

、
切片 は 3

(4
,
0 )

i BA : y = つ( +3

-

② 〈 ABO の =等分線 m

と OA の 交点 を D ( t .
0 )

と おく と
、

OD i DA = OB : AB が、 5

t : 4 -t = 3 : 5 3

5t = 3 (4 -t )
、

連 4
)

8 t = 1 2

t = I D ( t , 0 )

C は BDi y = - 27( t 3 と y = 2つ( の 交点 なので

{ y
= - 2 つに3

y = 2 つ(
より ( っし は ) = ( f 、 事 ) C ほで )
ea

角 の 二等分 と 線分 の 比

0

fofhy
0A : A C = 0 B : CB

( OA こ 0 B = A C = CB も いえる )

A Log-
B



( 0 .
6 )

( -2,2 )

>

>
① A ( 0 . 6 ) 、

B ( -2,2 ) から

AB : y = 2 )( +6
( t.co )

F は AB と っし軸 ( y = 0 ) との 交点、 なので

O = 2 つ( +6 つに -3 た一

3.03-a4

② 解く流れ

(i) 平行四辺形 ABCD = BC × AC

に 1 四角形 BOEC = △ BOC + △ c 。 E
から E の 座標
を 求める 。

E の つ( 座本票 を 七 と する と 、
E ( t 、 O )

(i) 平行四辺形 ABCD = BC × A C

= 2 × 4 = 8

(ii) 四角形 BOEC = △ BOC + △ COE

= 2 × 2 × 十 七 × 2 × t
= 2 十 七

(i) = (ii) より 8 = 2 十 七 t = 6 i
.
E (O.O)

BC = AD = 2 より D ( 2 ,
6 ) と わかる 。

D ( 2 .
6 )

、
E ( 6

,
0 ) より 傾き = デ -_-事

y -_- まつし + b に ( 6 , 0 ) を代入 し 0 = 一事 × 6 + b b = 9

は
イ



(45 )

① A ( 1 ,
0 )

、

B ( 4 ,
5 ) より

( 1 ,
0 )

傾き = J
,
y = まつし + b

( 1 . 0 ) を代入 し

5.iyjx.JO
= な× 1 + b b -_- う -

②
D の y座本票 を 七 と する と C ( 0.tt 1 )

、
D ( O

,
t ) と なる 。

四角形 ABCD の 周 の長 さ の 最小 は 、 ABの 長 さ が

固定 なので 、 AD + BC が 最小 となればよい 。

AD
2
= ( 1 - 0 )を ( 0 - t )

2

= 1 + t
2

B (2=(4-0)た {5-(-1+1)}
2
= t

2
- 8 t + 3 2

AD7 BC
2
= ( l t t

2 ) + ( た 8七 +32 )
= 2 t

2
- 8 t + 33

= 2 ( t - 2 )た 25

t = 2 の とき AD7 BC
2

は最小 になる の で 4013 )
/

22
2

AD + BC が 最小 で あれば
、 AD + BC も 最小 である 。



(4
.
6 )

(-2.3 ) へ

「

① BO : y = -まつ( と 平行 で A ( 46 ) を 通り 、

つ(軸 と の 交点 なので AC i y = - まつし + b で

A (46 ) を 通る の で 6=-3×4 t b
,
b = 1 2

i A ( i y -_-もつし +12

C は 九軸 上 の 点 なので
、 y = 0 を代入 (

O = 一事が 12 つ( = 8 く
/䒑

②
求める 二等分線 と OA の 交点 を E

(46 ) A
と し 、

っ(座標 を 七 と する と E し た 事七)
( 0 , 4 )

D
• A B : y = 二つし +4 なので

、
D ( 0 . 4 )

B

(-2,3 ) 3
△ 0BA = △ 0 BD + △ 0AD

E ( t.IT ) = 4 × 2 × + 4 × 4 × I
= 4 + 8 = 1 2

0 1

四角形 O BDE = 1 2 ÷ 2 = 6 であり D ( 0 .4 ) 、
E ( 1、 事 )

△ 0BD = 4 より △ ODE = 2 となる より
よう に E を 決める 。

DE : y = 一 三蚊 +4
△ODE = OD × t × = 2 t = 2 TH

t = 1
.
i E ( 1 , き)



( 2 . 5 )

(-3,0 )

①
A (-3,0 ) 、

E ( 2 ,
5 ) より

AE : y = x + 3 な ので D ( 0 .
3 )
ma

② △ EAB = J × △CAB で 底辺 AB が 共通なので
15高 さ も る に なる 。

i
. 5 ÷ J = E

・ ・ ・ ⑧

C ( 0 . 或 )
、
E ( 2 . 5 ) を 通る 直線 が CB である 。

5 5
切片 が なので傾き

z _ 。

= 一

千 I

CB : y = -玩ば
-

面積 の 扱い 方

面積 = 底辺 × 高さ x なので

底辺 、 高さ の 比 ( 何倍 とか ) で

考え ていく b



(-4.8 )

① D ( 0 . 8 )
、
C ( 6、。 ) より

(O.O)

DC : y -_-がし +8

-

② BC = AD = 4 なので B ( 2 ,
0 )

△ AE B = 本 × ☐ ABCD と なる よう に 等積変形 した

図形 △ AE
' B を 考える 。

E
'

は BC の 中点 なので E
'

( 4
,
0 )

A D AB の 傾き が 一手 で

E
'
(40 ) を通る ので

O = 一 ×4 + b
,
b = j

B 1 1 ・ 1 1 C

El . : た し
、學、

☐ ABCD の半分 が その 粉 が



(-2,4 )

( 3
,
0 )

① 四角形 AOBC は 平行四辺形

なので AC = O B = 3 なので ( ( 1 . 4 )
.ee/

② 口 AOBC = OB × 4
= 3 × 4 = 12 . . . ①

△ DO B = O B × DO ×

= 事 DO
・ ・ ・ ⑦

DO は D の は座標
D は BC の 切片 なので BC i y = - 2 x + b

B ( 3 , 0 ) を 通る の で 0=-6 tb b = 6 なので D ( 0 . 6 )

DO = 6

3事 DO = 三
× 6 = 9

△ DO B は 口 AOBC の 何倍 か 。

[
0 9 は 12 の 何倍 か 。 、 、 、 台 =盬、


